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Ⅰ ． は じ め に   
高 齢 者 の 健 康 増 進 の 観 点 か ら ， 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 1 )
（ 以 下 デ イ ケ ア ） で は 体 操 や 手 工 芸 な ど さ ま ざ ま な 活 動 が 提
供 さ れ て い る ． 本 研 究 で は こ れ ら の 活 動 に 参 加 中 の 高 齢 者 の
唾 液 中 の ス ト レ ス マ ー カ ー の 経 時 的 変 化 を 観 測 し た ． 本 研 究
の 目 的 は ， 高 齢 者 の デ イ ケ ア 活 動 に よ る ス ト レ ス を 捉 え る の
に 適 し た 測 定 点 を 検 討 す る こ と で あ る ．   
 
Ⅱ ． 方 法  
1  対 象 と 倫 理 的 配 慮  
研 究 の 趣 旨 を 理 解 し ，協 力 に 同 意 し た 高 齢 者 1 2 名（ 男 性 6
名 ，女 性 6 名 ）を 対 象 と し た ．年 齢 は 6 8 歳 か ら 82 歳 ，73. 5± 4. 0
（ 平 均 年 齢 ±標 準 偏 差 ）で あ っ た（ F ig. 1）．対 象 者 は 全 員 デ
イ ケ ア の 利 用 経 験 は な か っ た ． 本 研 究 は 首 都 大 学 東 京 研 究 安
全 倫 理 委 員 会 に て 承 認 を 得 て 実 施 し た （ 受 理 番 号 120 32） ．   
 
2  手 順 と 分 析 方 法  
実 施 手 順 を Fi g.１ に 示 し た ．唾 液 中 ス ト レ ス マ ー カ ー で あ
る Cor tiso l（ 以 下 Cor）お よ び C hrom ogra nin A（ 以 下 C gA）濃
度 の 日 内 変 動 2 ） 3 )と 食 事 の 影 響 を 避 け る た め に ， 1 1 時 30 分
ま で に 食 事 を 済 ま せ 13 時 に 大 学 に 来 校 す る よ う 求 め た ．実 験
場 所 は デ イ ケ ア の 環 境 に な る べ く 近 い ， 一 般 的 な ダ イ ニ ン グ
テ ー ブ ル の あ る 多 目 的 実 習 室 と し た ． 嗽 と 唾 液 採 取 体 験 お よ
び 実 験 の 説 明 の 後 ，椅 子 座 位 に て 25 分 間 安 静 を 保 っ た ．デ イ
ケ ア 活 動 と し て よ く 用 い ら れ る 「 机 上 活 動 （ 塗 り 絵 も し く は
習 字 ） 」 ， 座 位 で の 軽 い 「 運 動 」 の な か か ら ， 慣 れ の 影 響 を
さ け る た め に 普 段 あ ま り 行 わ な い 活 動 を 被 験 者 に 選 択 し て も
ら い 実 施 し た ．先 行 研 究 4 ) 5 )を 参 考 に 決 定 し た 4 時 点（ 活 動 開
始 5 分 前 ， 活 動 開 始 5 分 後 ， 活 動 開 始 30 分 後 ， 活 動 終 了 1 0
分 後 ） に て 唾 液 採 取 を 行 っ た ．  
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唾 液 は ， 2 分 間 口 腔 内 に 含 ん だ 唾 液 採 取 用 の コ ッ ト ン を サ
リ ベ ッ ト 管 に 納 め ， 5000 rpm に て 5 分 間 遠 心 分 離 し ， 測 定 す
る ま で 最 長 で 3 ヵ 月 間 -3 2℃ で 冷 凍 保 存 し た ．唾 液 中 Cor 濃 度
は Hig h Se nsit iv ity S ALI VARY  CO R TISO L EN ZYME  IM M UNOA SSAY 
KIT (SAL IME TRI C S 社 )を ，  唾 液 中 CgA 濃 度 は Hum an 
Chro mogr ani n A E IA（ 矢 内 原 研 究 所 ）を 用 い 吸 光 度 計 Mult iska n 
JX（ Ther mof ish e r 社 ） に て 測 定 し た ．  
な お ， 唾 液 中 Cg A 濃 度 は 唾 液 中 の 総 蛋 白 濃 度 を Qui ck 
star t T M  Br adf ord  Pro tein  As say（ Bi o -Rad 社 )と 吸 光 度 計
Mult iska n  J X（ T herm ofis her 社 )用 い て 測 定 し ， m g 蛋 白 あ た
り の m ol 濃 度 と し た ．  
先 行 研 究 2 ） を 参 考 に ，活 動 開 始 5 分 前 の 値 を 個 人 の 基 準 値
（ 10 0％ )と し ，以 下 の 式 に て 各 時 点 の 濃 度 変 化 率 を 計 算 し た ．  
濃 度 変 化 率 ＝ 10 0＋ (各 時 点 の 濃 度 － 開 始 5 分 前 の 濃 度 )/  
(開 始 5 分 前 の 濃 度 )×100  
濃 度 変 化 率 を 「 机 上 活 動 」 群 と 「 運 動 」 群 に 分 け て 平 均 値
を 求 め た ． 分 散 分 析 を 行 い 効 果 量 η 2 を 算 出 し ， Bonf erro ni
の 多 重 比 較 を 行 っ た ． 活 動 開 始 5 分 前 の 値 と 比 較 し て 高 値 を
示 し た 採 取 時 点 の 検 体 に つ い て t 検 定 を 行 い 効 果 量 Cohe n’ s 
d を 算 出 し た ． 危 険 率 は p＜ 0. 05 と し た ． 統 計 処 理 に は IBM  
SPSS  Sta sti cs 21 を 用 い た ．   
 
Ⅲ ． 結 果  
被 験 者 12 名 の 活 動 開 始 5 分 前 値 は ，唾 液 中 Cor 濃 度 は 1.6
～ 12 .6pm ol/ ml，唾 液 中 Cg A 濃 度 ( m g 蛋 白 あ た り の m o l 濃 度 )  は
2.1 ～ 14 .0p mol / mg  p rote in を 認 め ， 個 人 差 が 大 き か っ た ．
濃 度 変 化 率 は Fig . 2 に 示 す 結 果 と な っ た ．  
唾 液 中 C or 濃 度 の 経 時 的 変 化 に つ い て ， 「 机 上 活 動 」 群 で
は 時 間 の 効 果 が 認 め ら れ（ F 3 , 1 8＝ 5.28，η
2＝ 1.00，ｐ ＜ 0 .05），
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活 動 終 了 10 分 後 に 有 意 に 値 が 低 下 し て い た ．唾 液 中 CgA 濃 度
に つ い て は ， 両 群 と も 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た ．   
活 動 開 始 5 分 前 の 値 と 比 較 し て 上 昇 傾 向 を 認 め た 採 取 時 点
が あ っ た ． 唾 波 中 Cg A 濃 度 変 化 率 に つ い て は 「 机 上 活 動 」 群
に お い て 活 動 開 始 5 分 後 に 上 昇 傾 向 で あ り ， 「 運 動 」 群 に お
い て 活 動 終 了 10 分 後 に 上 昇 傾 向 を 認 め た ．一 方 ，唾 液 中 Cor
濃 度 変 化 率 に つ い て は「 運 動 」群 に お い て 活 動 開 始 30 分 後 に
上 昇 傾 向 を 認 め た ． そ こ で ， 唾 波 中 CgA 濃 度 に つ い て 「 机 上
活 動 」 群 の 活 動 開 始 5 分 前 と 活 動 開 始 5 分 後 ， 「 運 動 」 群 で
は 活 動 開 始 5 分 前 と 活 動 終 了 10 分 後 ，唾 液 中 C or 濃 度 変 化 率
に つ い て は「 運 動 」群 の 活 動 開 始 5 分 前 と 活 動 開 始 3 0 分 後 の
唾 液 採 取 時 点 の 間 で ｔ 検 定 を 行 っ た ． 有 意 差 は 認 め ら れ な か
っ た が ， 効 果 量 Cohen’ s d は 0 .1 9～ 0 .45 と 小 か ら 中 等 度 の
値 を 示 し た ．  
 
Ⅳ ． 考 察   
ス ト レ ス マ ー カ ー を 用 い た 高 齢 者 の 活 動 と ス ト レ ス に 関 す
る こ れ ま で の 研 究 は 活 動 前 後 を 比 較 し た 報 告 が ほ と ん ど で あ
っ た 6 )． 活 動 中 の 経 時 的 変 化 に つ い て は ， 若 年 者 に お け る 短
期 の 強 い 運 動 4 )や 人 前 で の 研 究 発 表 4 )や 計 算 課 題 5 )， 運 転 シ
ュ ミ レ ー タ ー 操 作 7 )に お け る ス ト レ ス マ ー カ ー の 変 化 の 報 告
で あ り ， 高 齢 者 デ イ ケ ア で 行 う よ う な 活 動 中 の ス ト レ ス マ ー
カ ー の 変 化 に つ い て は 明 ら か に さ れ て い な い ．   
唾 液 中 の ス ト レ ス マ ー カ ー で あ る Cor，CgA は そ れ ぞ れ 反 応
す る 活 動 と 値 が 変 化 す る ま で の 反 応 時 間 に 特 性 が あ る と い わ
れ て い る ． 今 回 の 高 齢 者 に お け る 結 果 と 先 行 研 究 よ り 高 齢 者
デ イ ケ ア で 行 う よ う な 活 動 中 の ス ト レ ス を 捉 え る た め の 唾 液
採 取 適 時 に つ い て 以 下 の よ う に 考 え た ．  
中 根 ら 4 )は 若 年 者 に お け る 数 分 間 の 強 度 の 運 動 に お い て 唾
液 中 C or 濃 度 を 測 定 し ，運 動 後 3 0～ 40 分 後 に 最 も 唾 液 中 Cor
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濃 度 が 上 昇 し た と 報 告 し て い る ． 本 研 究 で は 対 象 者 が 高 齢 者
で あ り ， 実 施 し た 運 動 も 座 位 で の 軽 度 の 体 操 で あ る と い う 違
い が あ る が ，活 動 開 始 30 分 後 に 唾 液 中 C or 濃 度 の 上 昇 傾 向 が
観 察 さ れ た ．活 動 開 始 5 分 前 と 活 動 開 始 30 分 後 の 唾 液 中 C or
濃 度 を 比 較 す る こ と で ， 高 齢 者 に お け る 軽 度 の 運 動 時 の ス ト
レ ス マ ー カ ー の 変 動 を 観 測 で き る 可 能 性 が あ る と 考 え た ．  
唾 液 中 C gA 濃 度 に つ い て は ， 今 回 ， 机 上 課 題 （ 塗 り 絵 ， 習
字 ） に お い て ， 活 動 開 始 5 分 後 に 上 昇 し 以 後 下 降 を 示 し た ．
野 村 ら 5 )は ， 若 年 者 を 対 象 と し た 机 上 課 題 （ 計 算 課 題 ） に お
い て ， 唾 液 中 C g A 濃 度 は 課 題 開 始 後 速 や か に 上 昇 す る と 報 告
し て い る ． ま た ， 中 根 4 )ら は ， 若 年 者 に お け る 人 前 で の 研 究
発 表 と い う 課 題  に お い て ，課 題 開 始 直 前 に 唾 液 中 C gA 濃 度 蛋
白 補 正 値 が 上 昇 し 終 了 直 後 に 低 下 し た と 報 告 し て い る ． い ず
れ の 先 行 研 究 も 対 象 や 課 題 内 容 は 本 研 究 と 若 干 異 な る も の の ，
CgA 濃 度 は 課 題 開 始 前 後 に 大 き く 変 動 す る こ と を 示 し て い る ．
以 上 よ り 高 齢 者 の 机 上 課 題 時 の ス ト レ ス を 捉 え る 有 力 な ス ト
レ ス マ ー カ ー （ C gA 濃 度 ） 観 測 点 の 一 つ は ， 活 動 開 始 5 分 前
後 に あ る 可 能 性 が 高 い と 思 わ れ る ．  
な お ， CgA 濃 度 の 測 定 に は 現 在 ， 蛋 白 補 正 が 推 奨 さ れ て お
り 8 ) 9 )， 本 研 究 も 唾 液 中 C gA 濃 度 蛋 白 補 正 値 を 指 標 と し て い
る ． 補 正 値 を 用 い て い な い 先 行 研 究 と の 比 較 に お い て は 注 意
が 必 要 で あ る ． 当 然 実 測 値 の 比 較 は 困 難 で あ る が ， 上 昇 や 下
降 傾 向 ， ピ ー ク な ど の 比 較 は あ る 程 度 可 能 で あ る と 考 え ， 本
研 究 も そ の レ ベ ル で の 引 用 に 留 め た ．  
今 回 の 予 備 的 研 究 に よ り 活 動 開 始 5 分 前 ，活 動 開 始 5 分 後 ，
活 動 開 始 30 分 後 に 唾 液 を 採 取 し 唾 液 中 Cor 濃 度 ま た は 唾 液 中
CgA 濃 度 を 測 定 す る こ と で 高 齢 者 の デ イ ケ ア 活 動 に よ る ス ト
レ ス を 捉 え ら れ る 可 能 性 が 示 さ れ た ． サ ン プ ル サ イ ズ や 活 動
ご と に 被 験 者 が 異 な る こ と に 伴 う 個 人 差 の 影 響 な ど 研 究 の 限
界 は あ る が ， 統 計 学 的 有 意 差 お よ び 効 果 量 の 値 か ら ， 高 齢 者
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の 活 動 中 の ス ト レ ス を 捉 え る た め の 測 定 時 期 を 推 測 す る こ と
が で き た ． こ の 点 は 被 験 者 を 増 や し 検 定 力 を 高 め る こ と で よ
り 明 確 に な る と 思 わ れ る ． 高 齢 者 の デ イ ケ ア 活 動 中 に 適 し た
唾 液 中 ス ト レ ス マ ー カ ー の 測 定 点 を 推 測 で き た こ と で ， デ イ
ケ ア 活 動 に よ る ス ト レ ス を 捉 え る 手 が か り を 得 た と 考 え る ．
本 研 究 で は 先 行 研 究 に 倣 い 4 時 点 の 測 定 ポ イ ン ト に つ い て 検
討 し た が ， よ り 適 し た 測 定 時 期 に つ い て 精 緻 に 探 索 す る こ と
を 今 後 の 検 討 課 題 と し た い ．   
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